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第2表狭）・地域内の地中温度のちが）・（その2）OC

3 月 の　　場　　合

日

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

観　測　区　番　与

12345．67814．415．1　14．3　14．3　14．915．3　14．5　14．6

14．2　14．4　14．3　14．2　15．2　14．8　14．．2　14．5

　9．7　9．8　9‘4　　9．410．0　9．9　9．5　9．5

8．78．88．38．58．78．68．48．6
14．3　14．1　13．7　13．5　14．4　14．5　13．5　14．0

』15．415．215．115．015．415．614．915．3－

12．412．312．012．012．411．311．912．2・

10．2　9．9　9．6　9．510．0　9．7　9．4　9．6

9．810．0969．9 9．99．99．79．8
14．114．7］3412．813．814．013．013．8－

10．410．3．コ0．0　9．910．310．310．110．41

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ14．514．714．313．814．814．613．713．gl

　　　　　　『　　十｝

Max
＿Min卒均

1．0

1．0

0．6

0．5

1．0

0．7

0．51

0・31

0・41

1．9i

O．51

1．1i

5 月 の　　場　　合

ll日
1

観　　測　　区　　番　　号

1　　2　　3　　4　　5　　6

Max
－Min

14．67　、15　　　　　19．2　18．7　19．8　18．0　19．9　20．6　　2．6

14．47－　16　　　　　20．0　19．7　20．5　19．020．6　21．．1　　2．1

9．65、18　　　　　18．0　コ7．8　17．9　17．8　18．2　18．0」．0．4

8．60　19　　　　　20．520．221．219．621．321．5　　1．9

14．001　20、　　　　　21．0　20．6　21．5　20．1　22．1　22ボ5　　2．4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
15．20　21　　　　　19．5　19．0　19．7　18．919．7　20．0　　1．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　112．20　22・20．520．421．119．421．221．9　　2．5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
9．72　23　　　　　18．3　17．7　18．3　17．0　18．3　19．0　　2．0

9．7324，18．518．519．318．119」720．01。9

13．7α　25　　　　　11：lll：1謙111：111：ll　l：象、。．2、126

14．281

　　i　　　No．7，3の温度計は都合で撤去した．

李均

19．36

20．15

17．95

20．21

21．30

19．70

20．75

18．10

19．01

・16．96

16』38

差は3月においては0・3～1・10C，亭均0．830Cであり，

5月においては0・4～2・60C李均1．650Cである．いず

れの場合も最高及び最低を示す区は，だいたい一定の傾

向が認められるよ5になっている．またこれら毎日の観

測値についてTompsonの棄却鹸定を行5と，これらの．

値はどれも，95％以止の確率にて現われる可能性のある

値である．すなわちこの6m2の地域の地中温度はだい

たい一定の値のものとみなすことができる．しかしなが

ら各区の観演“値の差は，気温の高い白ほど大である傾向

が詔められ，夏季のもっと気温の高い場合，地表のよう

，に日較差の大きいところでは，さらにこの差は大になる

のではないかと考えられる．

　N　さらに岡田一次氏等は細かい目のふるいでふるい

ナわけた土壌を，注意して測定させた試験区1mの間に，

10cm間隔に配列した曲管地中温，度計で，深さ5cmの

地中温度を毎日10時に観測して，毎日の観測値の最高

及び最低の差が0．30Cであるという結果を得ている．

（未発表）

　以上の結果からみると，曲管地中温度計によって観測

した，普通の畑地などの地中温度は，その地点の温度を

示すものではあるが，農業気象の立場などから我々が普

通にほしがるところの，相当広い範囲にわたる代表的，

または李均的な地中温度とはいいがたいようである．我

々には普通には後に記したよぢな地中温匿が観測できる

ならば，多少の時聞的な示度のおくれなどは問題となら

ないことが多く，この点にも農業気象用測器の間題が残

っているといえよろ．

　この観測は昭和22年に行ったもので，第1回の観測

は主として山中囲利氏が，第2回の観測は主として落合

次郎氏が担当された．　　　’　　（中央気象台）
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書　評　　　　　　　　　　　　　一

気候学集報2一気候学閲係丈献目録一

　　　　B5－46頁，1954年5月，150円

東京数育大学地理学数室内気候談話会

　　　最後にこの1年間の候気談話会の活動状況と学界の動き

　　　が記事として1頁附け加えられている．気候学に関心を

1　　　持つ研究者，特に隣接学間の研究者や地方在住の研究者
・i　　に便利である．

　気候学集報の1号には邦文の気候学関係の文献が

1950年まで10年分についてまとめられた．第2号は

その続きであって，今度は1951年52年の2年分につ
いて邦文の部と，新に欧文の部が加っている．内容は，

気候学と気候誌に大別され，気候学の方は総論気候要

素，動的気候学，小気候及微気候，季節学，気候変化，

一産業気候，応用気候，気候災害に細分され，気候誌の方

は邦文の部では各地方別，欧文の部では各洲別位で分類

されている．日本の現状からいって，文献を全部集める

ことは殆んど不可能に近いので，完壁は期し難いが，將

来つねにこれを補って刊行を続ける予定になっている．

　，14』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

（28頁からつ讐く）

たよろなピショップ環に類した光学現象も現われてヤ1る

といわれていることであるから水爆による凶作の可能性

は今もなお存在しているものと考えられる．われわれは

5月の気象学会の総会で水爆禁止の決議を行ったのであ

るが，この決議をさらに彊固にするための資料による裏

付げは今最も要望されていることと思ろ．この小論が多

数の方の討論の対象となり，そのための小さな足がかり

となり水爆禁止の蓮動の一助にでもなれば幸いと思う．

絡りにいろいろと御瞼討下さった予報研究室の方々に感

謝する．．　　　　　　　一　’　　（気象研究所）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　～
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